
＜グループワーク＞
地域支援事業の横断的取組み
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グループワークの流れ
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１．地域支援事業等関連事業の取組状況 整理表へ記載
• 事業・取組みの目的（住民・サービス提供者・サービス・地域への成
果）は何か。

• 基本理念・基本目標の達成にどう貢献するものか。
• 事業・取組みの具体的な方法・状況。
• 担当者として感じている課題、今後の展開。
などを考えながら。

２．連動することでより効果的・効率的な取組みをあげる
・連動のねらい（取組みがどうよくなるのか）
・連動させることによって目的（住民・サービス提供者・
サービス・地域への成果）の達成にどう貢献できるのか

３．グループで情報共有

４．発表



在宅医療・介護連携
推進事業

認知症施策
総合事業

生活支援体制整備
事業

地域ケア会議 その他

情報収集
課題抽出
対応策の検討

・在宅医療・介護連携推進協
議会の設置
・多職種連携研修の活用

・認知症に関する検討会
（医療福祉の代表者で構
成）

・第１層協議体
・第２層協議体

・地域ケア推進会議
・地域ケア個別会議（市町
村単位・包括単位開催）

・地域福祉計画
・高齢者居住安定確保計
画
・障害福祉計画
・健康増進計画

連携体制
情報共有

・二次医療圏単位の医療福
祉等の関係職種が集まる
会
・医療福祉推進センターの
運営（二次医療圏域）

・認知症早期診断・早期
支援マニュアル
・認知症初期集中支援
チームの配置
・「もの忘れ相談シート」

・生活支援コーディネー
ターの地域ケア会議への
参加
・地域リハビリテーション
支援体制（県）

・自立支援、介護予防の
観点からの地域ケア個別
会議
・支援困難ケースに関す
る地域ケア会議

・ボランティア団体交流会
（社協）
・退院支援ルール(県)
・関係市区町村連絡会
（県）

コーディネーター配
置

・郡市区医師会にコーディ
ネーターの配置
・医療介護関係職種からの
相談支援

・認知症地域支援推進員
・生活支援コーディネー
ターの配置

・市町村職員

・地域包括支援センター
職員

・権利擁護サポートセン
ター
・ボランティアセンター

人材養成
・多職種連携研修
・介護関係職種への医療に
関係する研修

・キャラバン・メイト養成講
座
・認知症サポーター養成
講座

・リハ職等への介護予防
に関する研修
・従事者向け研修（地域リ
ハビリテーション活動支
援事業の活用）
・ボランティア養成

・地域ケア会議によるOJT
・地域ケア会議に関する
介護サービス事業所向け
研修

・健康推進員養成講座
・在宅医療・介護連携推
進セミナー（県）
・専門職養成研修（県）

住民啓発
・市民向けフォーラム
・在宅医療や介護、看取り
に関する出前講座

・認知症サポーター
・出前講座等
・市民フォーラム

・ご当地体操啓発講座
・ご当地体操フォローアッ
プ講座

・病院主催のふれあいま
つり
・介護予防手帳

【基本理念】健やかに暮らし、みんなで支え合うまち
【基本目標】地域包括ケアシステムの確立による、介護保障と自立支援のさらなる発展を目指して

〇〇県〇〇市町村 介護保険事業計画における基本理念・基本目標

在宅医療・介護連携推進事業から見た地域支援事業との整理表（仮）記入例
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